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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 4,957 △9.2 △434 ― △431 ― △297 ―

23年3月期第2四半期 5,459 △2.5 △487 ― △460 ― △307 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 △314百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △286百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △46.54 ―

23年3月期第2四半期 △48.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第2四半期 8,649 4,881 56.4 763.84
23年3月期 9,698 5,275 54.4 825.60

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  4,881百万円 23年3月期  5,275百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 12.50 12.50
24年3月期 ― 0.00

24年3月期（予想） ― 12.50 12.50

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 11.5 150 23.8 160 3.3 77 64.2 12.05



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

詳細は、添付資料Ｐ３「当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の作成時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 1社 （社名） レシップエスエルピー株式会社 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 6,399,100 株 23年3月期 6,399,100 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 8,817 株 23年3月期 8,797 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 6,390,289 株 23年3月期2Q 6,390,378 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災後の復興需要により、一部の業種において改善

の傾向が見られますものの、欧米の景気後退や円高による輸出環境の悪化や、長引く内需の低迷により、非常に先

行きの不透明な状況で推移いたしました。 

当社グループにおきましても、節電・省エネ意識の高まりを背景に、S&D事業においてはLED電源や蛍光灯型LED

灯具の売上が、また、産業機器事業においては震災後の需要回復を背景に、バッテリー式フォークリフト用充電器

や、次世代PHS基地局用の電源の販売が増加いたしましたが、一方で輸送機器事業においては、バス事業者様を中

心に政治経済の情勢不安による設備投資への慎重な姿勢が顕著に見られたことにより、主力のバス市場向け製品の

売上が低迷いたしました。 

損益面につきましては、S&D事業及び産業機器事業の改善と併せ、グループ全体での業務効率の向上による経費

削減活動に努めたことにより、前年同期に比べ損失幅は縮小いたしました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、売上高49億57百万円（前年同期比

9.2％減）、営業損失４億34百万円（前年同期は４億87百万円の営業損失）、経常損失４億31百万円（前年同期は

４億60百万円の経常損失）、四半期純損失２億97百万円（前年同期は３億７百万円の四半期純損失）となりまし

た。 

セグメント別の業績は以下のとおりです。 

  

（輸送機器事業） 

当事業の売上高は、前年同期比27.0％減の25億30百万円、営業損失は４億47百万円（前年同期は２億72百万円の

営業損失）となりました。 

市場別の売上高は、バス市場向け製品が前年同期比35.7％減の16億98百万円、鉄道市場向け製品が前年同期比

1.7％減の５億16百万円、自動車市場向け製品が前年同期比5.7％増の３億15百万円となりました。 

主力のバス市場向け製品につきましては、北米向けのバス用乗り継ぎ発券機や、シンガポール向けのLED式行先

表示器などの納入により海外向け売上高は増加いたしましたが、国内市場については、バス用ICカードシステムや

運賃箱が需要の端境期にあることや、バス事業者様において設備投資を見合わせる傾向が続いたこと、並びに震災

の影響により上期に予定していた売上の一部が下期以降にずれ込んだことなどが響き、大幅な減収となりました。

鉄道市場向け製品につきましては、ほぼ前年並みの売上で推移いたしました。 

自動車市場向け製品につきましては、トラックの生産台数が震災直後の落ち込みから早期に回復したこと、また

LED灯具の市場導入を積極的に推進したことにより増収となりました。 

  

（Ｓ＆Ｄ事業） 

当事業の売上高は、前年同期比84.3％増の７億８百万円、営業損失は21百万円（前年同期は１億35百万円の営業

損失）と、前年同期に比べ、売上高・営業損失ともに大幅に改善いたしました。 

震災による自粛ムードが続くなか、ネオンサインに用いるネオン変圧器の販売が大きく落ち込む一方、節電・省

エネ意識の高まりを背景とするLED照明市場の急速な拡大が追い風となり、LED電源や蛍光灯型LED灯具の売上が大

幅に増加いたしました。 

損益面につきましても、収益力強化に向けた製品単価の改善と生産コストの圧縮を推進したことにより、依然と

して厳しい収益状況でありますものの、前年同期に比べ大幅に改善いたしました。 

   

（産業機器事業） 

当事業の売上高は、前年同期比5.4％増の16億95百万円、営業利益は60百万円（前年同期は17百万円の営業損

失）となりました。 

フォークリフトメーカー各社の早期の生産回復により、バッテリー式フォークリフト用充電器の売上が増加いた

しましたほか、次世代PHS基地局用の電源や、自家発電機用の自動運転装置なども堅調に推移いたしました。 

また、連結子会社レシップ電子株式会社のプリント基板実装事業では、震災の影響により自動車用電装品基板の

売上は出遅れたものの、産業機械用インバータ基板が好調に推移し、収益が改善いたしました。併せて事業全体で

の生産の効率化と経費削減を推進したことにより、当事業においては、第１四半期連結累計期間に続き営業利益を

確保いたしました。 

  

（その他） 

当事業の売上高は22百万円、営業利益は1百万円となりました。収益の内容は、レシップホールディングス株式

会社による不動産賃貸業であります。   

１．当四半期決算に関する定性的情報

2

レシップホールディングス㈱　平成24年３月期 第２四半期決算短信



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産・負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は86億49百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億48百万円減少いた

しました。流動資産は58億95百万円と10億23百万円減少いたしました。主な要因は、受取手形及び売掛金が11億

63百万円、現金及び預金が３億48百万円、それぞれ減少したことによるものです。固定資産は27億54百万円とな

り24百万円減少いたしました。有形固定資産は15億62百万円と13百万円減少いたしました。無形固定資産は１億

10百万円と7百万円減少いたしました。投資その他の資産は10億81百万円と３百万円減少いたしました。 

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は37億68百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億53百万円減少い

たしました。流動負債は31億44百万円と３億40百万円減少いたしました。主な要因は、1年内返済予定の長期借

入金が２億44百万円増加した一方、支払手形及び買掛金が３億69百万円、未払法人税等が１億55百万円、ぞれぞ

れ減少したことによるものです。固定負債は６億23百万円と３億13百万円減少いたしました。主な要因は、長期

借入金が３億16百万円減少したことによるものです。 

当第２四半期連結会計期間末の純資産は48億81百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億94百万円減少いた

しました。主な要因は、当四半期純損失の計上２億97百万円、配当金の支払い78百万円等による利益剰余金の減

少によるものです。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は５億34百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ３億48百万円減少いたしました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は76百万円となりました。これは主に売上債権の減少（11億63百万円）、減価償

却費の計上（１億28百万円）があった一方で、税金等調整前四半期純損失の計上（４億47百万円）、仕入債務の

減少（３億72百万円）、たな卸資産の増加（２億63百万円）があったことによるものです。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は１億５百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出（72百

万円）、投資有価証券の取得による支出（22百万円）、があったことによるものです。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は１億66百万円となりました。これは主に長期借入れによる収入（50百万円）が

あった一方で、長期借入金の返済による支出（１億22百万円）、配当金の支払額（78百万円）、があったことに

よるものです。   

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年３月期の業績予想につきましては、内需の停滞や為替の高止まりなど、当社を取り巻く環境は依然とし

て厳しい状況が続いておりますが、輸送機器事業においては、下期よりバス用ICカードシステムの納入が見込まれ

ることや、車載用液晶表示器OBC及びバス停・バスターミナル用表示器等のPIS（Passenger Information System）

関連商品の拡販が見込まれること、またS&D事業及び産業機器事業においても、LED関連市場の拡大や震災後の需要

回復を背景に、引き続き堅調に推移する見通しであることから、平成23年５月10日に公表いたしました連結業績予

想から変更はありません。  

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  当社の連結子会社であるレシップ株式会社は、平成23年４月１日をもって、新設分割の方法による会社分割を行

い、同社が営む事業の一部を新設する子会社２社（レシップエスエルピー㈱及びレシップエンジニアリング㈱）に

承継し、第１四半期連結会計期間から連結子会社としました。  

  

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 953,347 604,386 

受取手形及び売掛金 4,115,458 2,951,499 

商品及び製品 331,931 351,387 

仕掛品 364,907 459,608 

原材料及び貯蔵品 686,473 835,386 

その他 468,569 694,713 

貸倒引当金 △1,900 △1,867 

流動資産合計 6,918,786 5,895,113 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,151,352 1,127,807 

その他（純額） 425,027 434,941 

有形固定資産合計 1,576,380 1,562,748 

無形固定資産 118,021 110,379 

投資その他の資産   

投資有価証券 402,603 396,303 

その他 726,842 729,699 

貸倒引当金 △44,247 △44,247 

投資その他の資産合計 1,085,198 1,081,756 

固定資産合計 2,779,600 2,754,883 

資産合計 9,698,386 8,649,997 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,146,009 1,776,915 

１年内返済予定の長期借入金 235,975 480,335 

未払法人税等 177,042 22,016 

賞与引当金 183,099 291,814 

製品保証引当金 53,151 55,779 

その他 690,061 518,090 

流動負債合計 3,485,339 3,144,951 

固定負債   

長期借入金 626,923 310,209 

退職給付引当金 14,120 16,140 

その他 296,174 297,566 

固定負債合計 937,217 623,915 

負債合計 4,422,557 3,768,866 
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 735,645 735,645 

資本剰余金 719,406 719,406 

利益剰余金 3,838,438 3,461,174 

自己株式 △14,104 △14,117 

株主資本合計 5,279,385 4,902,108 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 37,035 19,481 

為替換算調整勘定 △40,591 △40,459 

その他の包括利益累計額合計 △3,555 △20,978 

純資産合計 5,275,829 4,881,130 

負債純資産合計 9,698,386 8,649,997 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

売上高 5,459,424 4,957,333 

売上原価 4,678,754 4,135,888 

売上総利益 780,669 821,445 

販売費及び一般管理費 1,268,437 1,256,384 

営業損失（△） △487,767 △434,939 

営業外収益   

受取利息 247 23 

受取配当金 1,570 2,292 

不動産賃貸料 24,016 － 

助成金収入 1,403 3,546 

輸入関税還付金 6,739 － 

作業くず売却益 4,907 6,468 

その他 9,324 7,893 

営業外収益合計 48,209 20,224 

営業外費用   

支払利息 6,935 5,779 

債権売却損 450 257 

賃貸収入原価 5,591 － 

為替差損 6,967 10,388 

その他 801 1 

営業外費用合計 20,746 16,427 

経常損失（△） △460,305 △431,142 

特別利益   

固定資産売却益 48,277 － 

受取補償金 37,980 － 

特別利益合計 86,258 － 

特別損失   

固定資産売却損 323 79 

固定資産廃棄損 344 52 

投資有価証券評価損 43 － 

関係会社出資金評価損 － 16,381 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2,224 － 

特別損失合計 2,936 16,513 

税金等調整前四半期純損失（△） △376,983 △447,655 

法人税、住民税及び事業税 2,708 2,451 

法人税等調整額 △72,346 △152,722 

法人税等合計 △69,637 △150,270 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △307,345 △297,384 

四半期純損失（△） △307,345 △297,384 
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △307,345 △297,384 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △8,621 △17,553 

為替換算調整勘定 29,248 131 

その他の包括利益合計 20,626 △17,422 

四半期包括利益 △286,718 △314,806 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △286,718 △314,806 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △376,983 △447,655 

減価償却費 141,137 128,707 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 27,114 △16 

賞与引当金の増減額（△は減少） △20,044 108,715 

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,192 2,627 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,690 2,020 

受取利息及び受取配当金 △1,818 △2,315 

支払利息 6,935 5,779 

固定資産売却損益（△は益） △47,954 132 

固定資産廃棄損 344 － 

関係会社出資金評価損 － 16,381 

売上債権の増減額（△は増加） 2,097,407 1,163,943 

たな卸資産の増減額（△は増加） △404,087 △263,069 

仕入債務の増減額（△は減少） △599,682 △372,296 

信託受益権の増減額（△は増加） △24,055 △20,264 

未払金の増減額（△は減少） △59,794 △241,653 

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,835 26,240 

その他 △59,461 △29,863 

小計 688,390 77,413 

利息及び配当金の受取額 1,822 2,314 

利息の支払額 △5,981 △7,335 

法人税等の還付額 － 16,421 

法人税等の支払額 △45,670 △165,601 

営業活動によるキャッシュ・フロー 638,561 △76,787 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △93,088 △72,244 

有形固定資産の売却による収入 90,490 180 

無形固定資産の取得による支出 △10,511 △9,180 

投資有価証券の取得による支出 △2,337 △22,844 

その他 △31,859 △1,447 

投資活動によるキャッシュ・フロー △47,307 △105,537 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △660,000 － 

長期借入れによる収入 300,000 50,000 

長期借入金の返済による支出 △84,956 △122,354 

自己株式の取得による支出 △54 △13 

配当金の支払額 △95,497 △78,167 

その他 △6,019 △15,899 

財務活動によるキャッシュ・フロー △546,527 △166,434 

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,819 △201 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 49,546 △348,960 

現金及び現金同等物の期首残高 524,045 883,347 

現金及び現金同等物の四半期末残高 573,592 534,386 
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   該当事項はありません。  

  

  

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

１．報告セグメントの概要 

   当社グループの報告セグメントは、当社及び子会社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

  当社グループは、製品・販売市場別に成長の方向性を立案し、事業活動を展開しております。したがって、

「輸送機器事業」、「Ｓ＆Ｄ事業」及び「産業機器事業」の３つを報告セグメントとしております。 

   「輸送機器事業」は、バス・鉄道用システム機器、車載用照明機器などの製造販売を行っております。「Ｓ

＆Ｄ事業」は、ネオン変圧器、屋外蛍光灯看板用電子安定器、LED電源などの製造販売を行っております。

「産業機器事業」は、物販用途向け共用読み取り端末、無停電電源装置、バッテリー式フォークリフト用充電

器の製造販売、プリント基板の実装であります。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）   

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容  

  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門にかかる費用であります。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

   報告セグメント  

合計 

（千円）    
輸送機器事業

（千円） 

Ｓ＆Ｄ事業

（千円） 

産業機器事業

（千円） 

計 

（千円） 

売上高          

外部顧客への売上高  3,467,211  384,666  1,607,547  5,459,424  5,459,424

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

  計  3,467,211  384,666  1,607,547  5,459,424  5,459,424

  セグメント損失（△）  △272,708  △135,213  △17,972  △425,894  △425,894

利益 金額（千円） 

報告セグメント計  △425,894

全社費用（注）  △61,873

四半期連結損益計算書の営業損失（△）  △487,767
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

１．報告セグメントの概要 

  当社グループの報告セグメントは、当社及び子会社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

  当社グループは、製品・販売市場別に成長の方向性を立案し、事業活動を展開しております。したがって、

「輸送機器事業」、「Ｓ＆Ｄ事業」、「産業機器事業」及び「その他」の４つを報告セグメントとしておりま

す。 

  「輸送機器事業」は、バス・鉄道用システム機器、車載用照明機器などの製造販売を行っております。「Ｓ

＆Ｄ事業」は、ネオン変圧器、屋外蛍光灯看板用電子安定器、LED電源、蛍光灯型LED灯具などの製造販売を行

っております。「産業機器事業」は、物販用途向け共用読み取り端末、無停電電源装置、バッテリー式フォー

クリフト用充電器の製造販売、プリント基板の実装であります。「その他」は地代収入等であります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 （注）「その他」の区分は、不動産賃貸事業であります。 

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門にかかる費用であります。 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

  

報告セグメント 
その他 
（千円）  

合計 
（千円）  輸送機器事業 

（千円）  
Ｓ＆Ｄ事業
（千円）  

産業機器事業 
（千円）  

計 
（千円）  

売上高             

外部顧客への売上高  2,530,888  708,977  1,695,084  4,934,950  22,382  4,957,333

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  －  －  －  －  －

計  2,530,888  708,977  1,695,084  4,934,950  22,382  4,957,333

セグメント利益又は 

損失（△） 
 △447,675  △21,715  60,410  △408,980  1,943  △407,036

利益 金額（千円） 

報告セグメント計  △408,980

その他の利益  1,943

全社費用（注）  △27,902

四半期連結損益計算書の営業損失（△）  △434,939

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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